
第１学年Ｂ組 音楽科学習誘導案 

教諭 松岡 かおり 

単元 がっきと なかよし 

 （本校教育課程 音楽科単元 第８項 １１月上旬～１２月中旬 ６時間） 

 

単 元 の 問 題 

いろいろな がっきと なかよくなろう。 

○ いろいろな おとを みつけて ならそう。 

○ きにいった おとを みつけて ならそう。 

○ みみを すませて がっきの おとを きこう。 

 

「単元の問題」を提起する根拠 

○ 子どもの興味・関心の実態 

 本学級の子どもは，学級の「楽器コーナー」にトライアングルやすず，ウッドブロックの打楽器を

置いておくと，「トライアングルは幼稚園の時にもしたことがあるよ。」と発言したり，ウッドブロッ

クを手にとって「カッコン，カッコン。」と言いながら叩いたり，既習学習で使用したタンブリンやカ

スタネット以外の打楽器にも興味を示している様子が見られた。また，トライアングルやすず，ウッ

ドブロックを触って，「色々な音がして楽しいね。」「音楽の学習で使ってみたいな。」と発言したり，

既習の楽曲に合わせて打楽器を叩いたり，リズム打ちをしている様子も見られ，打楽器を演奏するこ

とに関心を高めている。 

○ 子どもの能力の実態 

 本学級の子どもは，音楽に合わせて楽しく歌ったり，体を動かしたり，リズムに合わせて手拍子を

したり，楽しんで音楽活動に取り組んでいる。また，カスタネットやタンブリンの打楽器で音楽に合

わせて楽しく演奏することができる。さらに，楽器の正しい使い方を身に付け，基本的な打楽器の演

奏をすることもできるようになってきている。しかし，打楽器を演奏する時に，「こんな音を出した

い。」という思いをもったり，「叩き方を変えると音が変わる。」ということに気付いたりするまでに

は至っておらず，打楽器は手拍子の変わりにリズムを打つためのものと捉えている。これは，第１学

年のこの時期までは，正しい演奏の仕方についての学習や，リズムに合わせて打楽器を演奏する学習

が中心であり，打楽器の音色と演奏の仕方との関わりについて気付かせたり，音の出し方を工夫した

りする活動にまでは至っていないことが原因であると考える。 

○ 社会からの要求 

 グローバル化や情報化，ＡＩが飛躍的に発達する現代社会において，音楽をいつでもどこでも手軽 

に楽しむことができるようになってきた。また，音楽ソフトを活用すれば，簡単に楽器を実際に演奏

しなくても，好きな楽器の音色で音楽を楽しむことができたりする。そのような環境の中にあっても，

「義務教育段階の器楽教育に関する調査」によると，音楽科の授業における器楽の割合は約４０％を

占めており，歌唱と並んで多くの時数が充てられている。しかし，楽器の技能的な演奏法の指導が多

く，「子どもに十分な達成感を味わわせることができていない。」「思いをもって演奏するまでに至っ

ていない。」という課題もあげられている。このことから，楽器の音色や鳴らし方を探したり，それら

を生かして思いをもって演奏をしたりすることで，音色の違いや音の様々な特徴を捉えて表現の仕方

を工夫することができる。このことは，音楽を愛好する心情と音楽に対する感性を育むとともに，音

楽に親しむ態度を養い，豊かな情操を培う上でも，大変意義深いと考える。 

○ 教科系統上の要求 

本学級の子どもは，これまでに，リズムを手拍子やカスタネット，タンブリンなどの打楽器で演奏

する学習をしてきた。ここでは，身近な打楽器そのものやそれらの音色への興味・関心を育てながら，

音色の違いや音の様々な特徴を捉えて表現の仕方を工夫し，様々な打楽器の音色とそれらの演奏の仕

方との関わりに気付くことができるようにしていく。また，そこで得た楽器の音色への興味・関心を

基にして，様々な音の鳴らし方から自分の気に入った音を見付けて表現していくことをねらいとして

いる。このことは，第２学年「いろいろながっきの 音をさがそう」の学習へとつながっていく。 



 

 

誘 導 の 着 眼 

【着眼１】 「表したい音色」や「楽器」を基に，リズムや鳴らし方を追究している個への支援 

「表したい音色」や「楽器」の選択・決定に基づいて，子どもが＜じゆうにならす＞部分について，

リズムや鳴らし方を工夫し，思いをもつことができるように，以下のような個への働きかけを行う。 

子どもの状況 教師の働きかけ 

「表したいおと」や「楽器」を迷

っている子ども 

〇 前時で学習した「やさしい音」「元気な音」「ふしぎな

音」「きれいな音」の４つの音の提示 

〇 前時までに見つけた楽器の鳴らし方の動画の提示 

「表したいおと」や「楽器」を選

択・決定することはできたが，リズ

ムや鳴らし方を迷っている子ども 

〇 既習学習のリズムの提示 

〇 「表したいおと」や「楽器」が同じ子どもとの関わり 

 ・「Ａさんは，どのように鳴らしているのかな。」 

 ・「どのように鳴らしているのか，聞いてみてごらん。」 

 ・「Ａさんと一緒に鳴らしてみてごらん。」 

「表したいおと」や「楽器」を選

択・決定し，リズムや鳴らし方を追

求することができる子ども 

〇 さらに追究し，思いを明確にするための声かけ 

 ・「〇〇な音を出すために，どのようなリズムや鳴らし方

の工夫をしているのかな。」 

 ・「さらに〇〇な音を出すために，もっとよいリズムや鳴

らし方はないかな。」 

〇 同じ音色や楽器を選択・決定している子へのアドバイス

をする場の設定 

【着眼２】 リズムや鳴らし方を工夫して，思いをもって演奏するための学び合い 

 ＜じゆうにならす＞部分には，様々なリズムや楽器の鳴らし方があることに気付くことができるよ

うに，様々なリズムや楽器の鳴らし方を共有できるような働きかけを行う。 

ねらい（子どもの姿） 教師の働きかけ（手立て） 

＜じゆうにならす＞部分の「リ

ズム」や，楽器の鳴らし方に気付く

ことができる。 

〇 学習形態，場の工夫 

・ 選択・決定した「表したい音色」や「楽器」を基に，

必要に応じて自由に他者と関わることができるように

する。 

・ 教室を楽器ごとに４分割し，楽器を鳴らしながら試す

ことができる場を設定する。 

〇 ＩＣＴの活用 

・ ロイロノートで「表したい音色」と「楽器」を共有し，

「表したい音色」や「楽器」を基に，友達とリズムや鳴

らし方を比べ，自由に交流できる場を設定する。 

・ 前時までに見付けた楽器の鳴らし方をタブレットで見

ることができるように支援する。   
 

目 標 

＜知識及び技能＞ 

○ 音色やリズムなどと曲想の関わりに気付き，楽器の音色に気を付けて表現する技能を身に付ける

ことができる。 

＜思考力，判断力，表現力等＞ 

○ 歌詞の表す様子，音色やリズムと曲想との関わりから，曲想に合った表現の仕方について思いを

もったり，曲全体を味わって聴いたりすることができる。 

＜学びに向かう力，人間性等＞ 

○ 打楽器の音色のよさや面白さを感じ取って，互いの音や演奏の仕方を比べながら表現したり，曲

全体を味わって聴いたりする学習に楽しんで取り組んでいる。 



展開計画（総時間数６時間） 

 主な学習活動 教師のねらいとその手立て 評価の規準と観点 

出
合
う
・
見
通
す 

１ 単元で取り扱う楽

曲を聴いたり，歌っ

たりして，学習の見

通しをもつ。  １ 

 

 

 

○ 学習の見通しをもつことができるよう

に，楽器の音に着目して，楽曲「さがしてみ

よう ならしてみよう」を聴いて歌ったり，

鑑賞曲「シンコペーテッドクロック」聴いた

りして，出てきた楽器について確かめる場

を設定する。 

○ 打楽器の音色や

音の特徴に興味・関

心をもち，歌ったり

聴いたりする活動

に楽しく取り組も

うとしている。 

（主体的に学習に取り組む態度） 

 

 

 

２ 様々な鳴らし方を

試して，一つの楽器

からいろいろな音を

見付ける。    ２ 

 

 

〇 トライアングル，すず，タンブリン，カス

タネットから色々な音色を表すためには，

様々な演奏の仕方があることに気付くこと

ができるように，自由に鳴らしたり，見つけ

た音色を聴き合ったりする場を設定する。 

 

 

○ 打楽器の音色と

演奏の仕方との関

わりに気付き，思い

にあった表現をす

るために必要な，音

色に気を付けて打

楽器を演奏する技

能を身に付けてい

る。 （知識・技能） 

 

 

 

３ 表したい音色や楽

器を選択・決定し，リ

ズムや鳴らし方を工

夫して演奏する。 

＜本時２／２＞２ 

 

 

○ 楽曲「さがしてみよう ならしてみよう」

の「たん・たん・たん・うん」の部分の楽器

の演奏の仕方を工夫し，演奏することがで

きるように，歌詞に合う演奏の仕方を考え

たり，互いに聴き合ったりする活動を設定

する。 

○ 楽曲「さがしてみよう ならしてみよう」

の＜じゆうにならす＞部分を，どのように

演奏するかについて思いをもつことができ

るように，＜じゆうにならす＞部分を様々

な楽器で試しながら「表したい音色」「楽器」

を選択・決定し，リズムや鳴らし方を工夫し

て演奏したり，互いに聴き合ったりする活

動を設定する。 

 

 

○ 「たん・たん・た

ん・うん」の部分に

合う演奏の仕方を

考え，演奏してい

る。 （知識・技能） 

 

○ 「表したい音色」

「楽器」を選択・決

定し，リズムや鳴ら

し方を工夫して，ど

のように演奏する

かについて思いを

もっている。 

（思考・判断・表現） 

味
わ
う 

 

 

４ 楽器の音色やリズ

ムに気を付けなが

ら，曲想を感じ取っ

て，曲全体を味わっ

て聴く。     １ 

 

 

○ 曲の楽しさや演奏のよさを見いだし，曲

全体を味わって聴くことができるように，

ウッドブロックのシンコペーションのリズ

ムの部分を取り出して聴いたり，オノマト

ペで歌ったりする活動を設定する。 

 

 

○ 打楽器の音色，リ

ズムと旋律と曲想

との関わりから，曲

や演奏のよさや面

白さを見いだし，曲

全体を味わって聴

いている。 

（思考・判断・表現） 

 

中心問題  いろいろな がっきと なかよくなろう。 

挑
む 

分析問題１ いろいろな おとを みつけて ならそう。 

分析問題２ きにいった おとを みつけて ならそう。 

分析問題３ みみを すまして がっきの おとを きこう. 
 



授業（音楽科）令和５年１１月１７日（金曜日）１３：４０～１４：２５    於：ふれあいホール 

（１） 主眼  

「さがしてみよう ならしてみよう」の＜じゆうにならす＞部分を様々な楽器で試しながら演

奏したり，互いの演奏を聴き合ったりする活動を通して，リズムや鳴らし方を工夫し，どのよう

に演奏するかについて思いをもつことができるようにする。 

（２） 本時における学びを愉しむ子どもの姿 

楽曲「さがしてみよう ならしてみよう」の＜じゆうにならす＞部分について，「表したい音

色」やその音色を表すための「楽器」を選択・決定し，リズムや鳴らし方を工夫して思いをもっ

て演奏する姿。                               【こだわる】 

（３） 準備 

    打楽器，リズムパターンカード，鳴らし方と音色の掲示物，拡大譜 

（４） 展開 

学習活動と子どもの意識 誘導上の留意点（○）と評価（※） 

１ 前時学習を想起し，本時学習のめあて

をつかむ。 

 

 
 

 

 

 
 

２ 「さがしてみようならしてみよう」の

＜じゆうにならす＞部分で「表したい音

色」「楽器」を選択・決定し，リズムや鳴

らし方を工夫して演奏する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

３ 自分の思いに合った演奏をしたり，友

達の演奏を聴いたりする。 

 

 

 

 

 

 

 

４ 本時の学習をふり返る。 

〇 本時のめあてをつかむことができるように，楽曲「さ

がしてみよう ならしてみよう」を歌唱し，＜じゆうに

ならす＞部分を確かめたり，前時までに学習した楽器

の鳴らし方や音色，リズムについてふり返ったりする

活動を設定する。 
 

 

 

〇 ＜じゆうにならす＞部分で「表したい音色」「楽器」

を選択・決定することができるように，リズムや鳴らし

方を自由に試す活動を設定し，個に応じて既習学習を

ふり返ったり，他者と関わることができる声かけを行

ったりする。               【着眼１】 

 

〇 リズムや鳴らし方を工夫して演奏することができる

ように，選んだ「表したい音色」と「楽器」をロイロノ

ートで共有し，自由に交流する活動を設定したり，これ

まで学習したリズム以外のリズムで演奏したり，前時

までに見付けた楽器の鳴らし方をタブレットで見るこ

とができるように支援したりする。    【着眼２】 

 

 

 
 

〇 思いに合った演奏をしたり，どのようなリズムや鳴

らし方をしているのかを聴いたりすることができるよ

うに，「音色」と「リズム」を提示し，どのようなリズ

ムや鳴らし方をしたのかを説明して演奏したり，「リズ

ム」と｢鳴らし方｣に焦点を絞り，聴いたりする活動を設

定する。 

※ 「表したい音色」「楽器」を選択・決定し，リズムや

鳴らし方を工夫して，どのように演奏するかについて

思いをもっている。 
 

○ 本時の学習をふり返ったり，達成感や次時への学習意

欲を高めたりすることができるように，打楽器の音色に

ついてふり返る場を設定したり，思いをもって演奏した

ことを賞賛して価値づけしたりする。 

 

がっきを えらんで じぶんの すきなおとを ならそう。 

前の時間は，「たん・たん・たん・うん」

のところを鳴らしてみたから，今日は，

＜じゆうにならす＞ところを自分の好き

な楽器で鳴らしてみたいな。 

私は，｢やさしいおと｣をトライアング
ルで鳴らしました。決まったリズムでは
なく，連続でやさしく鳴らすと，自分の
出したい音が出せました。 

 わたしは，トライアングルで「やさしい

おと」を出したいな。「たん・うん・たん・

うん」のリズムでならしてみようかな。 

 わたしは，「やさしいおと」をトライア

ングルで演奏します。トライアングルを

やさしく叩いて，小さな音で連続して鳴

らします。 

 違う楽器でも，どちらも「やさしいお

と」に聴こえるね。私も，もっと｢やさし

いおと｣に聴こえるように違う鳴らし方

を試してみよう。 

 ぼくも，「やさしいおと」だけど，楽

器が違うね。ぼくは，すずを選んだけ

ど，「シャラシャラ」と鳴らすと，やさ

しい感じに聴こえるよ。 

 トライアングルをやさしく叩いて，連

続して鳴らしているので，とてもやさし

い音に聞こえました。 


